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あ い さ つ

本報告書は平成4年度に実施した文化財調

査の成果を記したものです｡

カフンジャー橋は､県内に残存する数少な

い重要な石橋のひとっで昭和55年には史跡と

して市の文化財に指定されています｡

今回の調査は橋の発掘を含む､特に実測面

に力を傾注し詳細な現状図を作成することが

できました｡この図面は､将来の整備計画を

進めていく上で貴重な資料になると思ってお

ります｡

また､地元の古老の方々には橋の伝説や現

在の石橋が建築された当時の状況を聴取する

事ができ建造の年代解明におおきな前進の兆

しが見えてまいりました｡

本書の刊行を契機に､さらに新しい情報が

累積されることを願ってやみません｡

最後に､今回の調査にご協力を賜りました

皆さまに心からお礼を申しあげます｡

平成5年3月31日

沖縄市教育委員会

教育長 富農哲雄

表紙 イラ ス ト

長 浜益 美 ◇ はじ

めに◇ 環 境 目

次◇ カフンジャー

橋の保存に至る経過･･--

-･◇ 橋の

概況◇ 聞き取り

調査◇ あとがき
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カフンジャー橋一帯の戦前の

風景

(作者 :大宜味盛光氏/知花)

(提供 :川上雄善氏/美里)



調査はカフン

ジャー橋の現況を把撞するため下記の①～(勤に

留意して行った｡作業の進行は､石橋の東西

両側壁の雑草とツタ等の伐採､橋床の試掘､橋台

の天場と基礎部分の検出､立面図と平面図の作

成､写真撮影などの順

序で実施し､都合16日間 (平成4年7月6日

～31日)要した｡①橋床の試掘1943年

(戦前)以前の橋床には､現嘉手納町にかってあった沖縄製糖

会社-のサトウキビ運搬トロッコレー

ルが敷設されていた｡試梶はレールの確認と石

敷が埋設されてないか両者を検出するために行

った｡試掘穴はトロッコレールのルートと

思われる線上へ設定したが､あいにく後世の撹

乱が深さ1mまで達し､石敷とトロッコレールは

検出できなかった｡②橋台下部の天場と-基礎部分

の発掘橋台下部の天場はほとんど露出してい

るが部分的に土砂の堆積が見られたので､それ

の除去を行なった｡その下方の基礎部分は下部

構造がどんな状況なのかを確認するために発掘した｡

発掘は東立面の南側橋台下部に沿って1.4mX2.

2m四方で設け深さ1.5mまで掘ったが､作業の

途中から多量の水が湧いてきた｡ポンプで汲ん

だが水は溜まる一方で掘り下げも困難と思われたので中止し､基礎構造の確認には至

らなかった｡この一帯は聞き取

り調査によると､泥炭地で地盤が軟弱だったらしい

｡国道329線の道反対1 側の旧河川沿

いにはカフン

ジャーガ一.(美里の共同井戸)がある｡ か

なり水量が豊富な泉で距離的にかなり近いので

､発掘中の湧き水と地盤が軟弱なのもその影響

が考えれる｡③立面図と平面図の作成実測器

材トランシット､レベル､平板､20m巻尺

､コンベックス､水糸､水

準器､水求､はしご立面の実測写真測量に

よる図化 (図4-B)と考古学の遺構実測の遣

り方 (図4-A)で行なった｡遣り方の実測は写真測量

のステレオカメラが現場に据え付けできないた

めに用いた方法である｡因って成果が2種類な

ので報告は両図面を明記して紹介する｡遣り方実

測近くの水準点からレベル測量で仮基準点 (標

高を算出)の設置を行ない｡これを基準に立面

の西側壁へ水糸で50cm等間隔の水平線を11

本設けた｡その複数ラインへ交差するように､次は

ア



平面図作成

立面図作成で用いた50cm等間隔の遣り方ライ

ンを踏まえ､平板測量で縮尺20分の1のEa面を

作成した (図6参照)｡
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真 測 量 2沖縄市の位置沖縄県は鹿児島の

南方約583km､台湾の基隆から約644km地

点に位置する｡ 本市は沖縄本島の中央部に位置し本

庁舎は東経127度48分､北緯26度19分にあり那覇市の北方約22km､車で

およそ1時間の圏内にある｡周辺の市町村

として､東は具志川市､西に北谷町､嘉手納町

､読谷村､南に北中城村､北は石川市､恩納村

の7市町村に隣接する｡地勢は本市の字与儀か

ら泡瀬二区一帯の東部地域を除けばおおむね丘

陵台地で､地質は珊瑚石炭岩土壌､泥岩土壌､

国頭礎層土壌､沖積層土壌に大別することがで

き､この地質分布は本島北部と南部の境目と言われて

いる｡ 市域は東西7.64km南北13kn｡海抜は最高

標高210m､最低標高0.1m｡総面積48.70kdで軍用地が37.47%の1

8.15kdとなっている｡人口111,385/世帯数35,409(



カフンジャー橋一帯の環境

カフンジャー橋は比謝川上流の支流<カフン

ジャー川>に架橋された半円形のアーチ式石橋

である｡ 比謝川は沖縄本島中部の西海岸に注ぐ

二級河川で ｢ペリー訪門記｣にフィージャー

(Fi-ija)と紹介されている｡

河口は読谷村と嘉手納町の境界になり､上流.

に至るまで支流が木の枝状に分布する｡カフン

ジャー橋が位置するカフンジャー川もそのひと

つである｡

カフンジャー橋付近は近年の諸工事で昔の面

影は残ってない｡橋のみがポッリと居すわって

いるが1970年代頃までは往時が忍ばれ､川の両

端は赤木の大木が茂っていた｡もっと時代が遡

るとこの一帯は腕白盛りの児童が橋床から水中

へ飛び込んだり､またアーチを横切って反対側

の下流-泳ぐなど､昔の子供達にとって格好の

3

プールであった｡泳げるほど清流なのでウナギ･

コイ･フナ･エビ･カニ･員等が豊富で､大人

も子供も仕掛けてよく取ったと言われる｡ 現状

からは想像すら難しい｡

カフンジャー橋に隣接する国道329号線は､

現在コザ十字路から石川への交通の要所である｡

かっては (戦前･1944年)反対側のカフンジャー

橋が ｢石川線｣の県道として機能していた｡更

に旧北谷間切嘉手納にあった沖縄製糖会社への

サトウキビ運搬路として､トロッコのレールも

敷設されていた｡

いずれにしろ往時の当地は､児童の通路､人々

の往来､荷物の運搬など交通のかなめとして重

要な役割を担った｡現在､機能の大部分は国道

329号線へバトンタッチしたが､現況は沖縄市

の指定文化財 (1980年10月31日 史跡指定)と

して､ならびに美里小学校と美里中学校の生徒

達の通学路に利用されている｡

白



カフンジャー橋を保存するための諸調整は､

1977年度 (昭和52年度)から1980年度 (昭

和55年度)にかけて取り組まれている｡ その

一端を文化財の公文書綴りから抜

枠して述べる｡1977年度の概

況新聞報道『琉球新報』9月30日付に

｢霊園予定地に今度は明治時代の石橋 沖縄市

､保存､移設を検討｣の見出しで掲載されている

｡その本文を要約すると､カフンジャー川の

上流に県営松本団地と美里高校の建設計画があ

り､それに伴って周辺の畑地と緑地帯が次々と

造成が進んでいる｡それが原因になってカフン

ジャー川が周辺からの流入水で氾濫する恐れが

予測されたので､水はけを心配した当市役所建設部は

川幅の拡張を計画した｡その計画が実施される

と､カフンジャー橋の現地保存が無理と判断した当教

育委員会は､先述の機関と現地保存についての調整と協議を行なった｡

(1)保存の要請文｢川ホンジャー (カフ

ンジャー橋)の保護｣について｡ 昭和52年1月1

0日付､沖市数社第56号で沖縄市長 ･町田宗徳へ

要請文を提出した｡1978年度の概況

｢国道329号線道路改良工事に係るカワホン

ジャー橋の保護｣について｡昭和53年4月13

日付､沖市数社第5号で南部国道

事務所長へ要請 4文を提出した｡要請を受けた

南部国道事務所は保存に同意したが､但しその付

帯条件として沖縄市側はカフンジャー川の改修

位置を早目に決定してほしい旨で了解している｡

今回の保存要請の切っ

掛けを再び整理すると､最も大きな理由は ｢カ

フンジャー川の拡張｣で､それに附随する形で南部国道事務所管理の国道

329号線へ架橋の ｢松本橋｣も関わりが生じ

た｡1979年度の概況カフンジャー橋

の取り扱いについて上述の両機関と調整及び協

議期間として位置づけられる｡1980年度

の概況カフンジャー橋の保存が決定､その後

松本橋とカフンジャー川の改修工事が着工され

る｡ 工事に
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カフンジャー河川変更図 (図2)

カフンジャー川河川改修工事



t

A
ー
..L

現況

o西立面は国道329号線に近 接する｡その
立面

の橋台の南端は側壁と歩道問に聞知石の擁壁

がある｡反対の橋台は歩道の聞知石積み擁壁

とギリギリに接している｡

o東立面の橋台は両端とも聞知石積みの擁壁と

交差する｡この
擁壁は新設のカフンジャー川

の南岸擁壁に接続される｡

o橋床はコンクリ

ートの欄干が設けられ､通路の両側は車輪進入禁止のパイプが立

てられている｡oカフンジャー川が河川

変更されたためにアーチの直下は普段水が流

れてなく､雨降りに国道からの鉄砲水が流れこむ

程度である｡o橋床はアスファルトとコーラル敷きである｡

o橋台､扶環石､側壁､アーチ天井等の石積み透き間は部分的にセメ



を測る｡

･宅天井の石茅,

アーチの天井石は長方形の石で構築される｡

その寸法はバラツキが見られ､縦25cm前後 ･横

50cm前後～90cm前後､両立面のかなめ石の寸法

に近い石が用いられている｡

(表1):挨環石の寸法/横×縦/cm単位

横 縦

寸 法 男泣面西立面 寸 法 東立

面西立面20--30 15 13 2

5-30 13 1031- 3 5 31- 5 8

計 18個 計 18個 く宅洪環

石≫アーチに配置の扶環石の寸法は､東立面は横が約21

-35cm･縦は約27-40cm､西立面の場合は横が約22-35cm･縦は

約23-37cmの枠内である (表1･2参

照)｡(表2):扶環右の寸法/幅/

cm単位寸 法 東

立面 西立面40-

50 151-60 6 7

61.--70 3 5

7



②アーチ以外の各部

分の寸法≪東西両立面の寸法≫測定のポイント(A～

B-･-･･O-p)は特徴的な部分を選定した｡そ

の作業は橋床～かなめ石､迫り高､径間､橋台

下部､橋台上部等で実施したが､両立面の各部

位間の寸法はミリメートル単位で大差が見られ

ない(表3･図5参照)｡ 8アーチ (東立面

)かなめ石 (西立面) かなめ石 (東立面)

≪平面の寸法≫測定のポイント(B～J･･- ･

･-J～R)はかなめ石間､橋台上



(表4):平面の寸法/m単位/mmは省略

測 点 両立面問の寸法 備

考B～J 5.13 かなめ石

間の寸法E-N 5.88 橋

台上部問の寸法F～M ※部分的に埋

まっていて測定不可能G～P 6

.13 橋台下部問の寸法H～0 ※部分的に埋まっていて測定不可能

Q～R 4.62 橋床間の寸法B～G 0.37 かなめ石縁

と橋床問の水平距離J～R 0.14

′/ /′※ 測点ナンバーは (図

6)を参照調査は橋の建造がいっ頃で誰が作ったか､

更に民話等について聞き取りを行なった｡橋の

建造調査で聞けた話を年代順に述べる｡o明治38年 (1905年)に県内で早魅が発生した｡

その対策事業として同年に架橋された｡ 〔話者 :石川正英氏 (86才位)調査 :1978年度〕

o美里小学校から池武頭に至る道路は ｢明治道路｣と

言われ､大正元年 (1912年)頃に開通し

た｡この道路より架橋年代は古いので､明治43年 (1910年)頃ではないかと思う｡ 〔話

者:山田栄一氏 (明治38年生)調査員 :仲宗

根寛氏 (文化財調査審議委員)調査 1978

年度)o平良松之助氏 (明治6年生 ･

美里)が美里尋常高等小学校へ通学していた1

2歳頃､現在の石橋はなく木橋で大雨の時には知花から遠回 りして家へ帰った｡ 〔上記と同じ

〕次に紹介する池原賢三氏 (明治44年生)の

伝承はより現実的で参考になると思われる｡o大正3年 (1914年)頃に工事

着工し完成は大正6年 (1917年)頃でこの

時まで川を渡った｡o建造は難

工事だった｡泥炭質で地盤が軟弱なため何回架

けても橋は沈んだ｡o橋

台からアーチへの石積みはマンホール状に下部

から上部へ巻かれている｡o戦後､水道管工事で

壊そうとしたが出来なくて別ルートで敷設し

た｡o橋を建造したイシジェ-ク (石大工)

の名前と出身地は金城カメ- (糸満)と城



松本に永住した｡話者の賢三さんは松本に留

まったニワ-の娘と結婚した｡

o石材は読谷山産である｡ 城問ニワ-は首里城

の石大工として関わった事がある｡彼の造っ

た墓もまだ残っている｡ 〔調査員 :宮城昭美〕

池原賢三氏､外3名の伝承を紹介した｡伝承

の中で最も興味がある架橋年代は､上限が明治

38年頃 (1905年)そして下限は大正 6年頃 (19

17年)である｡ 約12年の年代幅があるのでここ

では明治末から大正初めとして位置づけする｡

紹介した話しはいずれも貴重である｡その中

でも池原氏の事例は特徴的で示唆に富む｡

民 話

文化財の記録保存調査で採話した民話と､川

上雄善氏の ｢カフンザ- よもやま話｣を述べ

る｡

カフンジャー由来(1)

石川市東恩納の男だったと思う｡この人は首

里のどこかの殿内勤めをしていたが放浪人だっ

たらしい｡あまり放浪人なので親兄弟が ｢もう､

おまえは家に来るな｣と言って追い返した｡母

親はあまり気の毒に思って藁にお金を包んで

｢クリ ムツチイケ-｣と言って荷物を持たし

た｡彼は荷物を持って家を出た､そしてカフン

ジャー川の川岸まで歩いて来たら､途中から雨

が降り始めたがそのまま川を渡った｡

川岸にガマ (洞穴)があったので､雨宿をし

そして母親が手渡した荷物に目をやり｢ワックー

10

ウヤヌチャーヤナ- ジャーフエーヌムン ヤ

ツサー カンエールムン ワンニンカイ ムタ

チ イキンデイチ ヤラチエ-ツサー｣と咳い

た｡あまりにも寒いので荷物に火をっけて温ま

ろうとしたら､その中から突拍子もなくお金が

でてきた｡

家から追いだされた彼は母親の情を ｢カフ-｣

と思った｡カフ-はありがたい意味で､出来事

が川 (方言名 ･ジャー)の近くなので彼はここ

を ｢果報の川 ･カフンジャー (方言名)｣と称

した｡カフンジャー名称もその伝承にちなんで

いる｡(池原賢三翁談 松本)

カフンジャー由来(2)

昔､山原に金持ちの夫婦がいた｡スクブ御獄

の所の神様だったのか､そこには池原の大将が

住んでいた｡その池原の大将が山原の金持ちの

妻を望んで自分の所に連れてきた｡夫はあわれ

にも物乞いしながら廻り歩くうちにスクブ御恵

の所にいる妻の家に来た｡妻はあわれな夫の姿

を見て葉と一緒にそっと銭をむしろに包んで渡

した｡妻だと気付かないまま男はそれを貰って

カフンジャーの所まで来た｡そこで暖をとろう

として藁を燃やすと､燃えカスの中にお金の形

を見つけ､男は ｢フ-ンネ-ラン(幸運もない)

果報んネ-ラン カフンジャー｣と言ったと言

う｡この伝えからカフンジャーという川の名を

付けた｡

(松下盛-翁談 明治45年5月10日 池原)

カフンジャー由来(3)

17､8才頃の男女が好きあって夫婦になった｡



ある日喧嘩をして別れたが､その後妻は財産家

と再婚し夫は乞食になった｡ある日夫は､それ

と知らずに再婚した妻の家に物乞いに行った｡

妻はすぐに前夫だと気付き､藁の中に黄金を隠

し､フクタ- (ぼろ布)で包んで持たせた｡夫

はそれを持ってカフンジャーの所まで来たが､

そこで雨が降り出したので､橋の下で雨宿りし

ながら寒さを凌ぐため藁を燃やした｡黄金も一

緒に燃やしたことに気付いた男は ｢カフ-アテ

ンムンヤー､カフンジャー (果報はあったのに

な､果報川-カフンジャー)と言った｡そのこ

とから､この川をカフンジャーと言う｡

(島袋貞栄翁談 明治41年6月20日生 知花)

｢カフンジャー よもやま話｣

私の父 (故川上三郎､明治六年八月生)から

子供のとき､カフンザ-のことについて次のよ

うに聞かされた｡

昔､乞食がカフンザーの泉のある岩陰に雨宿

りをして何日か住みついた｡それを気の毒に思

い､慈悲深い松本の-婦人がカフンザ-の泉に

飲水を汲みに行く度毎に甘藷を持っていってあ

げた｡すると乞食はそれを有難く頂き､手を合

せて拝みながらカフ-シドゥ-カフンザ-と言っ

た｡

そのときから誰言うとなく此の地をカフンザ-

と称するようになった｡国道にある橋は､米軍が

松本寄りに架設したので松本橋と称しているが､

この一帯は昔からカフンジャー橋と呼び馴れて

いるので､美里では誰も松本橋とは言わない｡

カフンザ-の名称は昭和七年発刊の美里尋常

高等小学校50周年記念誌にも､当時の知花の古

老､東殿内門 (屋号)のオジーと前大城 (屋号)

のオジーお二方の話が詳しく記載されているが､

私が父から聞いた話も凡そ同じである｡

昭和の初期に私が美里小学校へ登下校のとき

見たカフンザ-は､水面よりも橋がかなり高かっ

た｡古びたアーチの右横と､ランカンにはつる

草 (チタ)と朝顔がからみついて生え､時期に

なるときれいな朝顔の花が咲いていた｡

美里長堂の琉球松街道を通り過ぎると､すぐ

にカフンザ一橋になり､美里､松本の中間にあ

るため人里離れて淋しい所だった｡

現在､美里寄りの地は小字川ホンザ-となっ

ている｡周辺は昔､殆どが畑地であった｡対照

的に松本寄りは松林の連続だった｡

私達はこわごわ橋の上から水の流れをよく見

た｡実にきれいな清流でタ-イユ (フナ)やタ

ナゲー (ェビ)､カニ等が泳いで涼をよび､朝

顔の花が咲いてる橋と近くにある松本の手中主

の三味線の音色は､子供心の郷愁を深くかきた

てるに充分だった｡

これより先､即ち大正14年頃このカフンザ一

橋にまつわる事件がおきた｡このことについて､

井上文男先輩にお伺いに行って聴いて見ると次

のような事件があった｡

大正二年生の美里出身の6年生の男の腕白盛

りの連中達が大雨降りに､橋から濁流の川に飛

び込み泳いでいる所へ､美里の嘉陽宗正医師が

知花から往診の帰りご覧になり大声で叱りつけ

たため､驚いた子供達は橋の下を潜って川下に

逃げたので嘉陽医師は溺れていると勘違いして､

美里字民に知らせたからたまらない｡

字民はドラ鐘を乱打してとるものもとりあえ

ず､すわ一大事と子供達の救助のためカフンザ一

に等区けつけて見ると飛び込んだ筈の子供達は一

人もいない｡子供達は大人の騒ぎを知ってこれ



またびっくり､川下から松林ぞいに裏道を通り

宇内に逃げ帰って我が家に隠れた｡心配した大

人達は比謝川近くまで捜したようで､後にさん

ざん子供達は親からも叱られ罰された｡

私の従兄の比嘉儀正もその仲間の一人だった

ので､母は泣きながら私を背負って里方に駆け

つけて行ったのを私も覚えている｡

その当時はカフンザー川に飛び込んだ子供達

はみんな故人になっているが､飛びこまなかっ

た私はこの通り健在であると井上文男先輩は笑っ

て話されていた｡

本概報はカフンジャー橋

について､下記の点に留意して成

果を紹介した｡(む発掘調査 (参実測調査 ③写真

④聞きとり調査 ⑤川上雄善氏の原稿 ⑥保存に至

る経過

以上の項目を紹介した｡今後の対応は環境整

備が重点になる｡整備の中で最も比重を施める

のは､橋の両立面で右横の側壁の迫り出しがか

なり進行しており､

さらに後世の人為的な破損箇所も多い (図5参照)

｡ 緊急な修復が必要であろう｡次は全体計画

としての屋外展示､いわゆる｢史跡公園の整備｣が

課題になる｡ この概報が今後の環境整備事業の

きっかけになれば幸いである｡ ≪協力者≫ (

敬称略)･本

文中の話者の方々及び調査員･川上雄善 大宜

味盛光 屋嘉比政栄･写真測

量写真測量と図の

提供株式会社 エス

･テック≪調査組織≫･調査主

体沖縄市教育委員会

･調査員仲本朝彦/比嘉良憲/唐山賓/比嘉賀盛/

新屋良博/玉那覇知樹/宮城昭美/波平

裕子/宮城利旭･

資料整理､原稿執筆及び編集あいさつ 仲本朝

彦聞き取り調査-･---･- -･･-



⑦沖縄市史 第八巻下 沖縄市教育委員会

昭和63年3月31日

⑧博物館だより No.18 沖縄市立郷土博物館

1992年3月1日

⑨橋 1990-1991 土木学会

平成3年12月18日

⑬角川日本地名大辞典 47沖縄県 角川書店

昭和61年7月8日

⑫民俗資料の技術史 東京電機大学出版局

昭和61年3月31日

⑫嘉手納町史 資料編 1 嘉手納町役場

昭和58年3月20日

⑬石川市史 石川市役所

昭和63年3月31日

13 橋東立面の

遠景橋東立面の近



橋東立

面の側壁､蔦伐採後 (南より) 14

橋



同上､部分的に申込め石が見ら



16

同上､ (東より) 東立面の南側部分の橋台下

部



東立面

の南側半分の現況 (東より)17 東立面の石

積
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